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町では、今年度から「道の駅みなの」の拡張リニューアルに取組を開始しました。 

今後の道の駅には「道の駅第３ステージ」として、地方創生拠点となる機能が求められ

ています。最新の動向を踏まえつつ計画を進めるための助言をいただくことを目的とし

て、国の「地方創生伴走支援制度」に応募したところ、対象自治体に採択されました。 

６月２４日（水）に、各省庁から選出された支援チームの３名が来庁され、現地視察は

町長との意見交換を行いました。 

「道の駅みなの」が“地域経済の核となる”ことを目指しリニューアルに向けて、伴走

支援チームと共に議論を進めてまいります。 

 

【地方創生伴走支援制度】 

地方創生の推進に向け、国の職員がこれまでの経験などを活かして地方創生に携わり、

課題を抱える中小規模の自治体に寄り添った伴走支援を実施するものです。 

 本制度は、令和７年度に全国 60市町村を対象に第１期を実施。令和８年度は第２期の実

施となり、全国９７市町村が対象となります。 

 ※第２期では埼玉県内の採択自治体は皆野町のみです。 

 （詳細は、別添の制度資料をご参照ください。） 
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「道の駅みなの」拡張リニューアル事業について 

国の「地方創生伴走支援制度」に採択されました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 所属府省庁 部 局 名 

有田 智彦 農林水産省 大臣官房・文書課・法令審査官 

早川 絵里子 内閣官房 行政改革・効率化推進事務局 参事官補佐 

森 拓真 内閣府 
地方創生推進事務局（特区制度担当） 

/地方創生推進室 参事官補佐 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【問い合わせ】 

企画財政課 道の駅リニューアル担当 林 

電話：0494-26-7334  FAX：0494-62-2791 



地方創生伴走支援制度

内閣官房地域未来戦略本部事務局
内閣府地方創生推進事務局



○ 各府省庁の本省職員が、これまでの職務経験等を活かして副業的※に地方創生に携わり、課題を
抱える中小規模の自治体に寄り添った「伴走支援」を実施。
○ 自治体の問題意識を踏まえ、内閣官房（府）において、各府省庁の公募職員（若手～シニア）
をマッチングし、各省庁混成の「伴走支援チーム」を編成、「定期的なオンライン会議＋現地へ足を運
ぶ」ことにより、市町村ごとの支援テーマを定め、「顔が見え、熱が伝わる」実効性ある支援を展開。
○ 各チームは、観光、産業振興、まちづくりを中心として、地域の多様な課題の解決に挑んでいる。

事業概要

伴走支援自治体

 ６０市町村

市町村評価：平均4.6(5段階評価)

地方創生支援官

約１８０名・６０チーム

支援官評価：平均4.3 (5段階評価)

支援実績

現地訪問

オンライン会議

（画像出典）（左）日本テレビ（ニュースサイトより） (右)LCV株式会社（ニュースサイトより）

「地方創生伴走支援制度」ー国の職員による自治体伴走支援ー

※本省での業務に加え、伴走支援業務に従事
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伴走支援チーム 市町村

大船渡市(岩手県)チーム
産業復興×環境×子育て支援

岡谷市(長野県)チーム
観光×産業復興×農林水産業

・支援自治体の公募、問題意識の整理・分析
・伴走支援チームの編成、自治体とのマッチング
・伴走支援チームに対する事前研修
・伴走支援内容に関連する府省庁への連絡、情報共有
・伴走支援チーム同士の情報や課題の共有

内閣官房・内閣府による後方支援

※伴走支援チームの支援状況は都道府県・各省庁・地方支分部局に
情報提供



地方創生伴走支援チーム 支援政策分野

○ ６０チームそれぞれ、多様な政策分野からなる地域課題を支援テーマと設定して伴走支援

○ 主な構成政策分野は、観光❶（２２チーム）、産業振興❷（２１チーム） 、まちづくり❹（１９チーム） 

2



地方創生伴走支援チーム 支援政策分野 ※重複を含む。
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ブロック 支援市町村 支援テーマ 政策分野

森町（北海道） 森林資源×地域産業の可能性を広げるためのミズナラを活用した洋酒樽生産への挑戦など、町の資源を活かした取組への伴走支援 ❷❸⓫

余市町（北海道） ソーラン節発祥の地・余市町の魅力発信！　～ワインを核とした食の魅力を発信、町内外の人々の新たな交流拠点づくり～ ❶❷⓬

美瑛町（北海道） 産官学金労言で実現する「生きるが、映える。」：丘のまち美瑛町の持続可能な農業と観光の共存に向けて ❶❸⓲

天塩町（北海道） 新たな営農担い手確保・創出のための官民協働での「天塩型放牧酪農スタイル」による担い手確保・人材育成～酪農事業承継モデル構築 ❷❸⓲

むかわ町（北海道） 北海道胆振東部地震からの創造的復興・創生へ！北海道むかわ町の多核共創による未来へつなぐまちづくり ❹⓭⓰

鶴居村（北海道） 「日本で最も美しい村タンチョウの故郷の挑戦～日本初の官民連携で取り組む本格的なアドベンチャー・トラベル事業へ～」 ❶❸⓱

大船渡市（岩手県） サーキュラーエコノミーポートを目指した産業振興と子育てにやさしい三陸の賑わい拠点へ ❷❻⓬

葛巻町（岩手県） 人口減少に伴う地域交通や教育課題の解決＆再エネの地産地消に挑む北緯40度ミルクとワインとクリーンエネルギーのまち、葛巻町 ❺❻❿

南三陸町（宮城県） 少子化・人口減少を克服し、地域の教育を守る高校魅力化の取り組み～学校と地域が総力を結集し、南三陸の特色を活かした教育を～ ❺❿

能代市（秋田県） 宇宙×水素で拓く、技術とエネルギーの街、能代。 ❷❼

河北町（山形県） 空と陸から川のほとりの温泉と豊かな大地で育まれた美味しい農産物の町への誘客 ❶❸❺

柳津町（福島県） 赤べこ発祥の地で、除雪対策と林業振興に取り組む ❸❺

結城市（茨城県） 地域商社の観光×農業×ヘルスケア事業「法人向けウェルビーイング・リトリート in 結城」の企画支援 ❶❸⓯

稲敷市（茨城県） 霞ヶ浦湖畔の町の主役は高校生！市内の高校を核とした地方創生に向けた伴走支援 ❿⓫

塩谷町（栃木県） 自然に癒され人に寄り添い、安心・便利で豊かな未来を育む塩谷町～挑戦を力に変えて、小さな町に大きな感動を！！～ ❶⓯⓴

飯能市（埼玉県） 「ムーミンに会えるまち、はんのう」の挑戦〜商店街活性化を中心に、地域に元気を与えます！〜 ❷⓰

川島町（埼玉県） 廃校利活用の方針策定と農業政策の立案に関する伴走支援 ❸⓳

長生村（千葉県） 千葉県唯一の村の駅「八積駅」から始めるまちづくり～これからも暮らし続けたい村を目指して～ ❹❺

湯河原町（神奈川県） にぎわいあふれる「梅の宴」を全国有数の温泉街で～公共交通の確保に向けた伴走支援～ ❶❺⓴

市川三郷町（山梨県） 『住み心地の良い町』日本一になるためには？市川三郷町における広報活動 ❼❽❾

丹波山村（山梨県） 人口５００人の関東一小さな村でともにチャレンジ！「住みたい田舎No.１」を目指すローカルSDGsのまちづくり ❹❻❽

北海道

東北

関東

支援テーマ（１/３）

【政策分野 凡例】
❶観光❷産業振興❸農林水産業❹まちづくり❺地域交通❻環境❼デジタル・未来技術❽移住・定住❾広報・シティプロモーション❿教育・文化

⓫若者・女性活躍⓬子育て支援⓭復興⓮防災⓯医療・福祉・健康⓰中心市街地活性化⓱官民連携⓲人材確保⓳公共施設活用⓴生活環境
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ブロック 支援市町村 支援テーマ 政策分野

黒部市（富山県） 黒部市に最適な関係人口創出のための伴走支援～人と人とを黒部で繋ぎ、関係人口,交流人口に溢れた人情味の街に～ ❶❹❽

輪島市（石川県） 令和６年能登半島地震と令和６年奥能登豪雨、二つの連続する災害からの復旧・復興～課題の掘り起こしと現場の声を踏まえた支援 ❹❼⓭

珠洲市（石川県） 「復興への光～里山里海の営みの再生をベースとした新たな地域づくり～」 ❸❻⓭

宝達志水町（石川県） ビーチ走る愛車×至極のイチジク×オムライス！？魅力潜在の自然豊かな町をリブランディング。知名度向上で人を呼び込む ❷❸❾

小浜市（福井県） 持続可能な農林水産業の実現に向けて～豊かな自然環境を生かした米作りへの挑戦～「御食国若狭おばま」の取組 ❸❻

岡谷市（長野県） 日本の真ん中・諏訪湖畔にある「うなぎとシルクとものづくりの街」長野県岡谷市の地方創生の取り組み ❶❷❸

野沢温泉村（長野県） 100年先の未来図から今に立ち向かう～温泉と共に紡ぎ続けた暮らしと文化を村民と共に未来へ遺すために～ ❷❹❽

美濃市（岐阜県） 1300年の技術と伝統を誇る美濃和紙の新たな展開に向けた伴走支援 ❶❷

瑞浪市（岐阜県） 化石も中山道も茶碗も自然も、瑞浪の魅力を発信！日本に、世界に届け！ ❶❾

島田市（静岡県） “まだまだ島田”～まちなか活性＆緑茶化計画～ ❷❾⓰

日進市（愛知県） 日進月歩の伴走支援が生み出す、大学、企業、行政共演のまちづくり ❷⓱⓳

豊根村（愛知県） 愛知県のてっぺんってどこ？～人口900人の村の交流人口の更なる高みを目指して～ ❶❷

鳥羽市（三重県） 「美し国みえ」の美味しい宿泊地、三重県鳥羽市！海のもたらす恩恵と、海の脅威に向き合う地方創生 ❶❷❹

精華町（京都府） 持続可能な地域共生社会とは？　～京都南西端けいはんな学研都市「精華町」の担い手を考える～ ❹⓯
京丹波町（京都府） 想いでつながるまち京丹波町　地域・企業との協働による持続可能なまちづくり ❹❾⓱

熊取町（大阪府） 女性や若者が集まるような街づくりを目指して～泉州地域にある「子育て・教育」の街、熊取町の地方創生の取り組み ❹⓫

加西市（兵庫県） デジタル化で地域課題解決！官民両輪で進めるスマートシティ～「かさい『ミライナカ』計画」実現に向けて～ ❼⓱

吉野町（奈良県） 「挑戦の地」吉野！桜・林業・修験道・手漉き和紙などあふれる資源をいかした「まちの賑わいづくり」を目指して ❷❺❽

那智勝浦町（和歌山県） 南海・東南海トラフ地震などの災害時にも平時にも、訪れる人々が便利で安全・安心に暮らせる那智勝浦を目指したまちづくり ❶❹⓮

中部

近畿

支援テーマ（２/３）

【政策分野 凡例】
❶観光❷産業振興❸農林水産業❹まちづくり❺地域交通❻環境❼デジタル・未来技術❽移住・定住❾広報・シティプロモーション❿教育・文化

⓫若者・女性活躍⓬子育て支援⓭復興⓮防災⓯医療・福祉・健康⓰中心市街地活性化⓱官民連携⓲人材確保⓳公共施設活用⓴生活環境
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ブロック 支援市町村 支援テーマ 政策分野

八頭町（鳥取県） 多くの子どもたちに出会え、美味しい果物を作り続けられるまちづくりにより、笑顔あふれる楽しい八頭町の実現を目指す ❸⓬

北栄町（鳥取県） 国民的人気漫画のファンを北栄町ファンへ～人づくり、場づくり、仕組みづくりを通して～ ❶❹❽

美郷町（島根県） 賑わいあふれる町を目指したジビエ&ゼロカーボン農業2.0の展開 ❶❷❸

勝央町（岡山県） 岡山甘栗のブランド化：和栗より糖度が高く、希少な国産甘栗を、日本や世界の方に味わっていただく！！！ ❷❾

琴平町（香川県） 江戸の昔、人は全国から海を渡り、こんぴらさんを目指した。～宿泊税導入で琴平町を世界から選ばれる町へ～ ❶❹⓱

東温市（愛媛県） “地の利”と“知の力”で　未来を築くまち　東温　～市政骨格の「総合計画」策定に伴走する～ ❹❽⓱

直方市（福岡県） 人とまちを結ぶ、未来へつなぐ直方の交通 ❹❺

小郡市（福岡県） 豊かな自然と、学びの環境あふれる味坂地区のにぎわいづくり～地域の特性を活かした地区再生に向けた取り組み～ ❹❽

嘉麻市（福岡県） 秀吉の陣羽織を地域でつなぐ街・嘉麻市の地方創生の取り組み　～住む人・来る人双方に愛されるまちづくり～ ❹❽

有田町（佐賀県） 「400年の歴史・文化を紡ぐ窯業の町・有田」～次の100年に向けた町と支援官の二人三脚～ ❶❷

対馬市（長崎県） 「対馬市 Ｘ 伴走支援　～誰もが “行きたい場所に行ける島” を目指して～北部対馬から始まる、暮らしを支える小さな挑戦」　 ❷❺⓱

南小国町（熊本県） 豊かな自然と温泉に恵まれた南小国町の未来を支える、住む人・訪れる人にやさしい移動手段のあり方を考える。 ❶❺

益城町（熊本県） 「住みたいまち、住み続けたいまち、次世代に継承したいまち」～熊本地震からの創造的復興のまちづくり～ ❹⓭

津久見市（大分県） みかん・セメント・野球のまち津久見の創生～第３期総合戦略策定を中心とした伴走支援～ ❽❿

西米良村（宮崎県） 「人口1,000人が笑う村」の持続可能な未来へ〜課題山積、それでも明るく前向きな宮崎県西米良村の挑戦〜 ❶❸❺

鹿屋市（鹿児島県）  －次世代交流プログラム－ 「好き」を形に。「サイバー空間」が拓く、かのやの未来。 ❼⓫

長島町（鹿児島県） 鹿児島県最北端、長島町の挑戦！　〜鰤とじゃがいものまちの躍進・離島に架かる橋〜 ❶❸❺

知名町（鹿児島県） うがみやぶらー！沖永良部島「知名町」の豊かな未来に向けたシマスキな人々との協創～コミュニティ×教育×環境～ ❹❻❿

今帰仁村（沖縄県） ジャングリア沖縄が開業する人口９０００人の「ゆがふむら」“素通り観光”からの脱却・産業振興・子育て世帯定住への道 ❶❸⓬

与那国町（沖縄県）
「最果ては、始まりでもある」最後まで日が沈まないまち・与那国の住宅不足解決や特長を活かした産業振興を通じて、日本が誇る素晴らしい
伝統文化と魅力を継承し発展する国境のまちへ ❷❽

四国

九州

沖縄

中国

支援テーマ（３/３）

【政策分野 凡例】
❶観光❷産業振興❸農林水産業❹まちづくり❺地域交通❻環境❼デジタル・未来技術❽移住・定住❾広報・シティプロモーション❿教育・文化

⓫若者・女性活躍⓬子育て支援⓭復興⓮防災⓯医療・福祉・健康⓰中心市街地活性化⓱官民連携⓲人材確保⓳公共施設活用⓴生活環境
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地方創生伴走支援チームの報道状況

① 新聞等紙媒体 ② テレビ等映像メディア

○チーム発足当初から地方支含め多様なメディアにおいて多くの報道。国・地方の顔の見える関係構築に寄与。

○顔合わせや現地視察の記事から、各チームのテーマや活動内容、国職員の働き方等に焦点を当てた報道へ。

１３本以上
「「地方創生へ伴走支援市町村を倍増＝地域課題解決へ官僚が後押し―政府」（９月１１日、時事iJAMP）

「官僚がトリオで地域課題解決、６０市町村で「副業」働きがい向上へ」（９月１４日、日経新聞電子版、吉野町T）

「伴走支援が活性化の「触媒」に」（10月6日、時事ijJAMP、葛巻町T） 等

③ネットメディアその他

全国紙： ３紙、１４本以上

「霞が関の官僚180人、地方の60市町村を伴走支援 課
題に政策助言」（５月２３日、朝日新聞、那智勝浦町T）

「１８０人の参謀たち」（６月７日、読売新聞、野沢温泉村
T）等

・地方紙： ２７紙 ４０本以上

「国の伴走支援チーム、有田初訪問 3人、観光・窯業等
助言へ」（５月２７日、佐賀新聞、有田町T）

「精華町 福祉ボランティア担い手不足 国の職員が
「伴走支援」」（８月２２日、京都新聞、精華町T）

「国の官僚 地方の課題解決へ 「支援官制度」 塩谷町
受け入れ 観光振興、医療体制、買い物アクセス…」」
（朝日新聞（地方版）、10月8日、塩谷町T） 等

全国放送５局、２２本以上

「函館発 官僚3人が森町へ「地方創生」の手がかり
は」（６月18日、NHKおはよう日本、森町T）

「「地方創生」へ支援 霞が関官僚が自治体に
“伴走”」（６月１４日、日本テレビ、大船渡市T） 等

地方局７局、８本以上

「官僚が伴走支援

丹波山村で開始 国の

新たな取り組み」

（山梨放送、４月30日、

丹波山村T）等

（※）画像提供：山梨放送（ニュースサイトより引用）
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地方創生伴走支援チームの活動評価

① 市町村の評価（回答数：57） ② 支援官の評価（回答数：125）

52%
34%

11% 2% 1% 5
4
3
2
1

○自治体からの全体評価は平均４．６（５段階評価）。翌年度以降の継続的な活動を求める声も多い。

○支援官自身も全体評価は平均４．３。約９割が地方創生の現場に携われることを評価。

内閣官房・内閣府は、伴走支援チームの依頼に応じ、支援先市町村の課題に関する政策ツール、支援制度
や各省担当窓口の情報提供などの後方支援を行っているが、支援官のうち約3割がこうした後方支援等に
ついて、「わからない、活用したことがない」と回答。今後、既存の枠組みの周知活用、支援事例やチーム間
の情報共有などを通じた後方支援の強化が重要。

③後方支援等の評価

81％の自治体が、次年度
以降の継続が必要と回答。

支援官自身の全体評価

平均4.3 (5段階評価)

全体評価の理由（複数回答） 回答数 割合
地方創生の現場に携わることができるから。 116 92.8%
多様な人材とチームで取り組めるから。 77 61.6%
国での業務に活かせる気付きがあるから。 57 45.6%
市町村に評価される活動だから。 36 29.0%
専門性を活かせるから。 28 22.4%
勤務時間の1～2割を活用して取り組めるから。 16 12.8%
業務負担が大きいから。 12 9.6%
専門性を活かせないから。 8 6.4%
チームでの取組が困難であるから。 6 4.8%
国での業務に全く関係ないから。 4 3.2%
市町村に評価されないから。 2 1.6%
地方創生の現場に携われないから。 2 1.6%

68%
28%

4% 0%0% 5
4
3
2
1

伴走支援チームへの全体評価

平均4.6(5段階評価)

伴走支援チームのこれまでの取組について、全体としてどのように評価して
いますか。5段階評価で回答してください （５(良い）～１（悪い））。

これまでの伴走支援活動を踏まえ、地方創生支援官になったことをどう
評価していますか。5段階で回答してください。（５(良い）～１（悪い））

21%

56%

4%

19% 1年度程度

2～3年度程度

4年度以上

継続は必要でない

貴団体における伴走支援チームの取組について、次年度以降も継続が必要と
考えますか。また、継続する場合、何年程度必要と考えますか。
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地方創生伴走支援チームの多様な役割

① 伴走支援により生じた庁内の変化 ② 今後見込まれる成果・地方創生の実践

○多様な支援先市町村での伴走支援チームの取組はいわゆる「触媒」として地域の活性化を起こしやすくする。

〇活性化に向けて、伴走支援チームでは、新たな視点の提供、スピード感ある対応や、「よそ者」として地域の多様

な主体の連携を実質化するなどの役割を発揮。

（市町村の声）

  国との関係がより身近に感じられるようになった。

  課題への対応に対して以前より意欲的に取り組める
ようになった。

  県や近隣自治体の中で完結していた課題意識を、
全国からの視点に置き直すという意識が生まれる
きっかけになった。

  支援官の業務に対する姿勢やスキル等に良い刺激を
受け、業務に対する姿勢に変化がみられる職員がいた。

  地方創生伴走支援制度への注目度の高まりにより、
メディア密着取材を受けるなどマスコミから注目された。

 国が進めようとしている地方創生2.0のビジョンが浸透
してきた。

  庁内の課が横断して村の課題感を共有し、解決に向
けて取り組む姿勢ができてきた。 

  これまで以上に、行政と町民、事業者が課題を共有し、
ともに取り組む意識が持てている。

【今後見込まれる成果】

・ 初年度として、組織の立ち上げやブランド化

・ 企業と連携したその地ならではの官民連携事業

・ 国の支援制度等を活用した事業推進

・ 次年度以降の事業実施に向けた方向性の確立

や実証事業の可否

・ 単年度で取り組める政策文書の改定 等

【地方創生の実践】

・地場産業の付加価値向上と地域外への販路開拓

・テクノロジーや地域資源を活用した付加価値創出、

・関係人口の創出

・若者・女性を含め住み続けられる地域づくり

・地域の多様な主体をつなぎ、連携した取組

・課題の共有、先行事例の横展開

84%

16%
はい

いいえ

伴走支援チームと取り組む中で、
貴団体内において、何か変化が
生じたことがありましたか。

（市町村アンケートより） （支援官アンケートより）
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